
に斤l~ 、られるだけで， 前進は繊関車により推進される。羽線車

の直径は 2 ，500 mm，羽根数は 9 枚で， 雪の投/:lj ~g荷量は羽根111の

回転数 120rpm のとき約 26 m， 1 40 rpm のとき約 34m である。

この雪かき事は単独で使用される場合も為るが，一般にかき草野

雪かき車の次位に後続させて， かき容雪かき平でかき寄せた雪

を速くへ投げ飛ばすのに用いられる。

(5) スノーローダ snow loader 

w(l'，'11内や操Jlï~品では排雪した雪の捨場がないので，多数の人

夫で雪姶列車に

雪を積み込み，

近くの川まで巡

び， そこで雪を

捨てる作業を行

なっている。ス

ノーロ ー ダfi ，

この除雪作業を

後隊化するため

に作られたもの

でこのJjiのつきr

にスノーメルタ 5. スノーロ ー ダ(形式キ 950)

を連絡し， ローダで積込んだ雪を溶かして処理するのを建前と

するが， メノレタのかわりに貨耶(スノーローダ付属王手)獄ロー

ダをおき，隣線においた雪捨列車に~lむこともできる。 11ïの前

頭に， 線路上の雪を コ γベヤの入口に集めるための翼があり，

他の車両と連結するときは， 両倒IJへ折りたたむ。後関車により

微速で推進されると， 翼で集められた雪は， コ Yベヤの入口に

装位されたスパイラノレクラッシャでくだかれ， コ γベヤの方に

押し上げられる。ベノレ トコンベヤは左右 2 列ありベノレトのき民間

には山形鋼を植えて雪のすべりを防止している。動力はディー

ゼノレ電気方式で， 雪積込能力は 20 m'jmin である。

2 翼 (雪かき事の)

ラ γ セノレ雪かき車，広中町雪かき 111 ， かき務雪かき率の111体問

側にヒンジで取り つけられ八の字状にrm~ 、て除雪の中高をひろげ

るのに使用される。必要のないときはすぼめておく。開聞はす

べてシ リンダの作用によって行い， 上下にも動 く ことができる。

輿には上り勾配に雪の散布を助けるため， 山形の雪案内が取り

つけられている。

3 砕氷器 (雪かき車の)

車輸の回転に支障のないように前部台車の直前にあ り ，レー

ノレの内面まで接着してフ ラ ソジャーにより取残されたり，車輪

フランジにより踏み固められた氷雪をくだくもの。

4 前すき (雪かき事の) ，フランジャー

前政官I1や !$I，だけでは， レ ー ノレ聞やレ ー ノレ内側IJの積雪を除くこ

とができないので， 前頭部下方にあって ， 上下に動くこ と ので

きるフ ラ ンジャ ー を備えた前すきがある。市jすきで ν ー ノレ間に

ある笥1分を 7 ラゾジャ ー という。フランジャーは ν ー ノレ面下に

下り，踏切その他の障害物のある場所では， ν ー ノレ函上に持ち

錫げる。上下動はすべてシリンダの作用により 行い， これにベ

ノレクランク式と直動式とがある。(宮地央雄・大野 猛)

ゆきかきそうち 雪かき装置 (英)snow plow dev ice 降雪

地方を巡転する後|鎚車には降雪期j聞に雪かき装置を取付ける。

雪かき装位は簡単な構造で雪を折l し分けるために用いるもので，

国鉄の俊関車に係期しているものには固定式と可動式とがある。

取付位置は蒸気拒韓関車のうち，テンダ後関車のように主として

一方向に運転する険関車では前方事端に取付け，電気機関車な

どのよ うに前後両方向に運転される綴関車では両事端に取付け

ユーゴースラ

る。左右雪かき爽悶の開き角度および爽商の形状は，後関車を使

用する地方の雪'i'í:によって異なるが，国鉄では角度を 90- 120'

程度とし，翼の断聞は雪をすくい上げ線路の外へ押し出し易い

ように，後下方に向って凸形に折り 曲げられている。

1 固定式雪かき装置機関車の台車わく または車体台わく

前面下部に，鋼板て'作った固定形の雪かき翼を取付けたもので，

降雪期間中取付けてお く。

2 可動式雪かき装置 後関車の自動述結探の連結国位置と，

雪かき翼取付け部分の鱗造上，固定式にできない軽量関車に取付

ける雪かき装置である。図(次ベー ジ) は EF 58 形駿関車に取付

けのもの。この方式の雪かき装置を使用するときは， 雪かき翼

を前方に押し出すため，運転室に取付けてある操作弁に よ って，

空気シリ γ ダのj1j1 /:ljし作用側に圧力空気を入れて雪かき翼を抑

出し， 一定角度を保持するようにくさびでその位置を保持させ

る。 雪かき翼を引込める ときは くさびをはずし，操作弁によ っ

て空気γ リ γ ダの引込め作用側に圧力空気を入れて雪かき爽を

引込め， くさびでその位置を保持する。(沢野周一)

ゆきすでせん 雪捨線 雪捨用の列車または車両を入線させて，

雪捨を行う目的でつ く られた線路。大将寺内等で排雲した雪は，

流雪育専の設備がある場合のほか， 通常貨11工に積込んで構外に述

びだし， 高い築堤箇所や橋梁(きょうりょう)から雪捨を行う。

本線で雪主主を行う場合は定期列車の合聞を見て雪捨列車を迷転

するので，時間の制約を受け能率を卜分発j~!できないことが多

い。 雪拾線は雪をmんだ貨車を随H寺入線させることができるの

で， 雪鎗作業を能率的に行える 。 線路は構内に適当な空地のあ

る場合に設けられ，築堤としてなるべく高く するか，半高架 と

することが望ましい。 ときに高築堤の引上級を雪姶線として利

用することもある。(岡島原吉之祐)

ゆきどまりせん 行止線 (英) stub track , dead end track , 

blind track 線路の端末が他の線路に結ばれておらず，終端に

工事止を設けた線路。頭端停車場の着発線あるいは操車場の引上

線 ・ 仕訳線，電車13:の収容線等は一般に行止線となるこ と が多

い。 後関車の回転， 操車作業国より 制約を受けるが，線路の性

格，Ì';るいは限られた地獄で有効長を長くとる場合等には行止

線とした方が有罪 1) となる。(半谷智夫)

ユーゴースラヴィアのてつどう ユーゴースラヴィアの鉄

道 第 l 次世界大戦後成立したユーゴースラグィア政府は，当

時クロアチアおよびスログェ ニ アにあった標準軌の鉄道とポス

ニ ア ・ ヘノレゼプヴィナ， 南ダノレマチアに存在した狭軌の鉄道，

および従来のセノレピア固有鉄道を継承して固有と して経営 した。

その後ユー ゴ一政府は鉄道の改善に力を注ぎ，国際幹線として

重要なリユピリヤナ (Liublian a) ，ザグレ プ (Zagreb) ， ベノレグ

ラ ー ド (Belgrade) ，カリプロド (Caribrod) 聞を標準軌に改軌し，

ベノレグラ ード=ノプスク (Novsk) 聞を複線化し，アドリア海治

岸のスピリト (Split) に至る線を建設した。第 l 次世界大戦に

よって軌道約 35 % ， 橋梁 60 %が破線されたが， 幹線の復旧は急

速に行われた。戦後建設された鉄道にプルコ (Brcko) =パノピ

ク (Banovic) 線 (91km) およびプノレコ=ヴインコピシ (Vinko­

vc i) 線 (61km) があるが，パノピク=サ ラ ジェポ (Sarajevo) 間

96 km も建設中である。

国有鉄道は交通省の管事害に属するが， 実際の管理はベノレグラ

ー ドに設けられた鉄道総局がこれに当っている。鉄道総局は 8

つの部局を有 し ， 地方後関としでベノレグラード，ザグレブ (Za­

greb) , リユピリヤナ，サラジ ェポ，スポチカ (Subotica) の各

地に鉄道局を設けている。

1939 年現在国有鉄道の総延長は 10，710km で，このうち 7，392
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